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く第九〉を大みそか1Cやるという習慣は，いつ頃からできたも かりやってたり，ベートーヴェンでありさえすれば当時のうる

のだろう。堀田善衛の小説 r記念碑』に，戦争末期の物心両面 さい検閲も難なく通過してしまったというエピソードなので

とも怖ろしく窮乏した年の朽れに，日比谷公会堂で⑪第九〉を ある。

きく場面があって，その郊分は他のいかなる場面よりも載争中 いや，戦争中にペートーヴェンがよく岡かれたのは，こんな
nぅふつ

の私たちの藝らしを坊彿と想い出させるのであるが，すでにそ 浅薄な理由ばかりではないかも知れない。当時の梢神状況は文

の頃から復第九〉と年の荘れとを結びつける風習が，都会のイ 化的飢餓状態にあったことはホ実だが，それだけに自分たちの

ンテリなどにはできていたことになる。 心に訴えてくるものは， じつに鋭敏に吸収したように思う。音

しかし， じつのところ私自身，学生だった戦争中のその頃は， 楽ばかりでなく，本などもあの頃は，防空II釘作をはった部母の

妙にインテリに反撥するところがあって，大みそかに 4第九〉 中で， じつにむさぽるように読んだ。いまは一つには，肪むも

をききに行くなどということが，キザで，恥ずかしくて，やり の，聴くもの，見るものが増えたせいもあろうけれど，本を説

切れない気がしていたものだから，実際にはこの派奏会がどん むのも，音楽をきくのも，絵をみるのも，気ぜわしく散漫である。

なふうにおこなわれていたものか，知らないのである。 だいいち年のfJれのく第九》にしても，いまは東京中，ぁっ

それなのに，なぜ小説で⑪第九〉をきく勘面を説んでさえ，

戦争中を想い出すのだろうかー一？ おそらく，それはその頂

苦しい嬰きの中に何か禁欲的なよろこびと一種爽快な悲痛感が

入り交って，いかにも鉄鍋の底の煮詰まるような戦争末期の気

分に見合っていたからでもあろう。それに何よりも，食物も物

演もなく，芝居や映画や音楽でさえ米英系のものは止められて

いたその時代に，ベートーヴェンはドイツ人だからということ

で，許されて，ふんだんにきくことができた， ということもあ

る ・・ 。そういえば，ぁれはたしかドイツが突如， これまで不

可侵条約を結んでいたソ連に攻めこんだときのニュース映画だ

ったと思う，画面にヒットラーが登場してきたとたんに，音楽

がくエロイカ〉の葬送曲の部分をやり出したのに，鵞かされた。

いったいだれが，あんなレコードをわざわざ選んで，あんな

紺面にくっつけたのだろう一一？ もちろん，それは単なる偶

然とは考えられない。おそらく，ニュース映画の編集をやって

いただれかが意識的にやったことに相違ないのだが，イクズつ

にしては，ずいぶん大胆なことをやったものだ。―これは察

するにことほど左様に戦争中のわが国はベートーヴェンばっ

ちこっちでやっていて，もし義理固い人が，それを全部ききに

行ったとしたら，たしかに今後何年間かはく第九〉だけはきき

たくないという気持ちになるだろう。一?JIが万布，すぺてが過

剥なのである。

＊ 

ところで 「⑪第九〉を大みそかにやるのは日本だけの風習で，

珍現象である」というような話もきくが，実際にどうだろう？

たしかに外国で大みそかに復第九〉をききに行ったという話は，
Cのえ

あんまり聞いたことがない。ただ一度だけ，近衛（秀麿）さん

から， ドイツかオーストリアかの話をうかがっているとき，

「あちらじゃ' <第九》の名指揮者といわれるような人は，大

みそかの12時の鐘が教会堂からカーンと間こえる，その錦が第

4楽章の合唱のはじまるちょっと前のところで叩るようにオー

ケストラを合わせるんです。それがウマく合うと，ことしはウ

マく行ったなんて，聴衆がよろこぶんだな」

ということをきいた。そうだとすると，何も⑪第九》を年末

にやるのは日本だけではないらしい。しかし，仮りにそれが日

本だけのことだとしても私は必ずしも珍現象だとは思わない。

少なくとも，それはクリスマスや「パリ祭」に，キャパレーな

どでパーティー券を売り出して大騒ぎすることとは違って，或

る現実感をもっている。

12月31日，年の終りの押し詰まった感情が12時の鐘をきくと，

突然明るくなる気がするのは，洋の東西を問わず通じ合う人情

だろう。，

私個人のことをいえば，終戦直後の或る年の暮れ，借金の返

済に追いまくられたことがあった。ヤミ屋だとか，高利貸しだ



（第九）雑惑

とか，それまで接したこともない種類の人たちの間を駆けまわ 力の田舎町へ行ってみて，土地の女子高校生さえホルンを， と

って，ようやく31日の昼過ぎに一応，何とかカクをつけ，ほっ にかくホルンらしく嗚らしているのをきいて，ますますそう思

として家へJnlって寝ころびながらラジオをつけると， ⑰第九〉 った。無閥いまの東盤は戦時中の東薯とはメンパーがまった＜

が流れてきた。 • 甚だセンチメンクルなことをふ うようだが， 入れかわっているに違いない。しかし日本人の体が根本的に変

あの第4楽章の合唱が，大太鼓が嗚り出して行進曲風になるあ らない以上，ラッパが鳴るはずがない一ーと私は頭から，そう

たりから，私は言いようのない想いに胸を突かれて涙がこぼれ 思いこんでいたのだ。

そうになったのを協えている。 だから，その晩の⑪第九〉は， とくに近術さんが楽譜に手を

むろん，ベートーヴェンは借金取りに追いまくられた男のた 入れて，ホルンを 8本並べるんだ，というような話をきいてい

，めにあの曲をかいたわけではないにきまっている。しかし卑 ても，一向興味は持てなかった。

俗な人間の，最も卑俗な苦しみから抜け出したばかりの男を， （いったい， II・↓らないホJレンを何本並べたって音がするものだ

あの曲は許遍的な人間の生きるよろこびといったものに昇華さ ろうか＿？）

せるような作用がたしかにあった。 ~．~、それに場合が勘合だか これが，どんなに滑菩な思い違いであるかは，いまの日本の

ら，何をきいたって年忘れといった悧緒は悠じたであろう。し オーケストラを実際に一度でも，お聞きになった方はおわかり

かし，あの心をゆすられるような気分は，やはり「紅白歌合戦」 であろう。その晩は， ⑭第九〉のまえにいレオノーレ序曲〉を

のそれではなかった。もっと強くて，もっと沸騰点の高い何か やったが，あのカーテンのうしろからラッパが聞こえてきた瞬

であった。 問に，私は自分の耳を疑った。＿これが日本のオーケストラ

＊ だろうか？
グー

そんなことがあって，かれこれ20平もたってからだろうか， 実際それは，昔の日堀その他でこの曲をきいたことのある者

私は人に無理矢理つれ出されて，近衛さんの指揮する東京交謁 にとっては，信ずべからざる音響だったのである。その晩の東

楽団の⑰第九>を上野へききに行った。 京交盟楽団をきいているうちに，私は誇張でなく， 日本人とい

東京交響楽団といえば，私は学生時代に何度か，やはり友達 うものが戦前のわれわれとは体つきまですっかり変ってしまっ
ぁビ

に無迎矢理ひっばり出されてききに行ったことがある。願の肉 ていることに，怖ろしいような気がしてきた。ラッパだけでは

のたるんだグルリットという人が指揮者で， ＠第五〉などやる なく，コントラバスだって戦後も昭和20'年代の日本のオーケス

と，力を入れるたびに指揮者と一緒にその願の肉がぶるんぶ トラは，あまりロクな音はしなかったと思うのだが，これがい

るんと揺れていたのを磁えている。無論，そんなことしカ~印象 まはじつに楽々と重低音を堀かせているではないか。

に残っていないのは，私が音楽を理解する力がないためだ。し 私は，自分の眼の前で日本人が演奏しているその音楽，とい

かし正直のところ，束聾に限らず日響（今のN響）でも，当時の うか音批に，耳を疑い，眼を腔った。そして戦後20数年という

ォーケストラは，門外漢の私の耳にも，レコードできく外国の 歳月の厚味のようなものを，いまさらのごとく感じて，驚かざ

オーケストラと較べても，まるで貧弱で，おもちゃの楽隊めい るを得なかった。

たところがあった。とくに金管楽器ときたら， トランベットは 一一大みそかに⑪第九〉をきくという風習がいつの間にか日

豆腐屋のラッパのような物悲しい音をたてるし，フレンチ・ホ 本人の間に定殖した。これも或る意味で驚くべきことには違い

ルンとなると，音がti!れるというより，まった＜音の出ない場 ない。しかし私たちの生活環境や習慣は，外面的にはしよっ中，

合のほうが多かった。それで私たちは，ホルンを抱えた楽士が 変ってばかりいるのだから，ぺつに大みそかに除夜の鐘の代わ

直っ赤な顔になるのを見ると， 「ああ，ここでホルンが鳴るは りに＠第九〉をきくようになったって，それほど不思議なこと

ずなんだな」と，耳の中にホルンの音を想像して補わなければ ではない。本当に驚くべきことは，戦後世代の日本人が肉体的

ならなかったのである。 に⑪第九〉をこなしてしまっているということにある。いまに

このようなことから判断して，私は洋楽器というものは日本 私たちの孫の世代がきたら，そのときは一体，私たちの国の音

人の肉体にはムリなものだと考えていた。とくに戦後アメリ 楽はどういうことになっているであろうか。
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第 5交響曲の誕生

ペートーヴェンのあの有名な第5交響曲は． 第3交響曲

を英雄〉が書きあげられてからの1804年に作曲の筆がすすめ

られた。もっとも，すでに1803年にこの曲に関するスケッ

チがおこなわれている。しかし．第5交響曲が完成されたの

は， 1808年に入ってからのことである。そのころのペートー

ヴェンは．とくに身体の調子が悪かったというわけでもな

く， また創作力が落ちていたというわけでもない。それとてこ

ろか， この1803年から1808年というと，ベー トーヴェンの創

作の中期のもっとも重要な時代にあたり．数々の傑作がもの

〈第1i》《第九》と人間ベートーヴェン
門馬直美 （音楽評論家）

在し，そのおりにフランツの 2歳年長の姉テレーゼとの結婚

の承諾をえて，テレーゼとの婚約にふみきったという説を立

てたからである。ロマン・ロランその他の伝記作家も， この

説を無枇判的に採用してしまっている。ところが，ベートー

ヴェンは， プダペストの南にあるマルトンヴァシュアールに

はそのころに滞在していたという可能性がほとんどないので

ある。それどころか，テレーゼの妹ヨゼフィーネにあてた13

通の手紙が1958年に発見されて ベ トーウェンとヨゼフィ

ーネとの問に， 1804年秋から1806年にかけて相思相愛の感消

が高潮し， 1807年秋にこの恋愛に終止符が打たれたことがは

っきりしてきたのである。そして，ベートーヴェンの性格か

らすれば， 2人の女性に同時に恋愛するということは、ほと

んど考えられないのである。

テレーゼとヨゼフィーネは， 1799年にベートーヴェンにピ

アノを習うために18日間ウィーンに母とともに滞在した。そ

のとぎに，ョゼフィーネは．ダイム伯爵に見染められ，母の

強引なすすめもあって，それから 6週問後の6月29日に結婚

の式をあげた。伯との問に 4人の子供ができたが， ョゼフィ

ーネは， この27歳も年上の夫との結婚生活を必ずしも幸福に

されていた時期だったのである。そして，そうした作品か 送ったわけではなかった。伯は，彼女に文学書をあたえず．

ら，ベートーヴェンの人問性といったものがきわめて肌味深 また自身で音楽にまった＜興味を示さなかったのである。そ

くうかがえるのであり，この時期に人問ベートーヴェンが大 れでも， 音楽好きのヨゼフ ィーネは，ときおり家庭で音楽会

きく転回していったことも知られるのである。そういうこと を催し．ベートーヴェンを招いたりもした。しかし．こうし

と閑連して，なぜ第5交響曲の完成に手間どったのかという たヨゼフィーネの楽しみも，伯爵の財政上の失敗でつづけら

ことも，理解できるようになってくる。 れなくなってしまった。しかも，伯は, 1804年1月27日にプ

極端にいえば，ベートーヴェンは，第3交密曲を書いたあ ラ）ヽで急死してしまったのである。未亡人になったヨゼフィ

と，現在の番号での第4交響曲を作曲する予定をたてていな ーネは，その秋からベートーヴェンと恋変に接近してゆくの

かった。この第4交響曲は， 1806年秋に書きあげられた。な である。その一方で，テレーゼは．生涯を独身ですごした。

ぜ第5交密曲の仕事を中絶してまで，この第4交聾曲を書く このような事情で, 1805年から 6年にかけてのペートー

気になったのかというところに問題がある。それに交響曲 ヴェンの作品の大部分，たとえばピアノ協奏曲第4番，ヴァ

とは，ベートーヴェンにとっては何を意味していたのかとい イオリン協奏曲，交聾曲第4番，それにくラス・モフスキー四

うことも考えてみなければならない。 重奏曲》の第1番や第3番などに，明るいのどけさや朗らか

1890年にマリアン・テンガーという女性が『個人的な回想 な感情，あるいは憧れといったものが共通している。人生が楽

によるベートーヴェンの不滅の恋人』という著書を出版し しく嬉しいころで，交響曲を書くにしても，はげしい闘争的

た。実は，この著作が後世に害毒を流したのである。という な第5番を進める気にはならず，何となく簡潔で喜ばしく明

•のも，テンガーは， 1806年 5 月にペートーヴェソがフランツ・ るい第4番をつくりたくなったのも無理はない。そうした上

プルンスヴィック伯のマルトンヴァシュアールの邸宅に滞 に第3交響曲で一応ゆきつくととろまで到達した心境にな



（第五）（第九）と人間ペートーヴェ ン
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り，そこでもう一度背を顧みて，昔のものからよいものを選 うことができる。そして，例の1806年の第 4交響曲やヴァイ

びだし，新しい交也曲を書こうとしたのだった。それだけ オリン協奏曲やピアノ協奏曲第4番，あるいは くラス・モフス

に，この第4番の曲自体も十分に傾性的であるわけで，完全 キー〉第2番の第2楽章などでも，この動機は散見されるの

に過去のものを消化しつくしたペートーヴェンの姿をみせる である。ベートーヴェンが，第5交響曲の作曲の進行を中絶

のである。 している時期においても， この動機の処理にいかに考えをめ

その反面で，第5交慇曲の場合は，第3交製曲で英雄の姿 ぐらしていたかが知られるのである。

を心に描きながら作曲し，さらにその方向をおし進めて，も とにかく，第5交悶曲は，これまでにない緊街な構成をみ

っと激悼的な訓争的な作品を笞きたくなって作曲されはじめ せ，少しの餌駄もおかない。 「運命の動機」は，各楽章に姿

られたとみることができる。それは， 1800年前後から1802年 を変えてあらわれ，全体を統一する。これほどに凝縮し，必

10月の『ノ、イリゲンシュクットの辿沿Jにいたる耳疾による 要なものだけでまとめあげた作品を，ベートーヴェンはこれ

絶望惑の時期をへて，自分から立ちなおり，運命に男らしく までに書いたことがなかったといってもいいくらいである。

挑戦するベートーヴェンの心境とも一致していたのである。 だからこそ，宙きはじめてから完成にいたるまでにかなり

そうしているうちに，ョゼフィーネとの恋愛があって，なご

やかな作品に気が向いたのであり，やがて1807年になると，

2人の関係がもっと冷静なものになってきて，また第5交聾

曲にもどっていったということになる。

の日時を必要としたのでもあろう。

しかし，その中核となる「運命の動機」は，ベー トーヴェ

ン自身が発明したものではなくて，それ以前にも，いろいろ

の作曲家の作品で，迎命的あるいは宿命的なものを暗示する

ベートーヴェ ンは，との第 5交盟曲のような激hり的な音楽 部分でよく用いられていた。受難曲，オラトリオ，オペラな

を，以前に寄いたととがなかったわけではない。たとえば， どで，そうした用例にしばしばぷつかるのである。ベートー

1804年から翌年にかけて作曲された～短糾作品57のピアノ・ ヴェン以後でも，シューベルトの歌曲，ワーグナーやヴェル

ソナタがそうである。この曲の牡熱情〉という名は，ベート ディのオペラ，プラームスの歌曲その他で，この種の動機が

ーヴェンがあたえたものではなく， ，，ヽ ンプルクの出版商がの よく使われている。それにもかかわらず，この動機をこのベ

ちにこの曲の 4手用ピアノヘの編曲を出版したときにつけた ートーヴェンの交響曲ほどに活用した作品はない。

ものといわれているが，曲の内容を端的に表現している。こ それにしても， ＜熱情〉やく運命》の激烈な感憤は当時

れ厄どに嵐のような闘争的なピアノ曲も，ベートー ヴェンに のウ ィーンの市民生活の沈滞し腐敗した状態やオーストリア

は，珍しいとさえいえる。そして，ピアノ的な効果も，ここ の保守反動的な煮えきらない外交体制へのベートーヴェンの
ムん書ん

にいたって一段推進されたのだった。とのソナクの世界に 内面的な憤憑にも原因していたのだろう。そして，ウィー ン

は，苦悩と闘争のペートーヴェンの入間性がはっきりとでて には，ベートーヴェンの嫌いな， 不作法なフランス兵が充渦

いるが，このような路線から，やがてベートーヴェンは，苦 してもいた。 180舷曰互には，ペートーヴェ ンがリヒノ フスキ

悩を通じて到達された歓喜，あるいは闘争を通じての勝利と 一侯邸で，フランスの土官たちのために侯からピアノの演奏

いったものを音楽的に表現する方向へと歩みはじめたのだっ を要求され，怒ってそれを断わって，ついには雨のなかをウィ

た。その最初の代表作が第5交響曲であり，晩年には第9交 ーンに向かって出発してしまったというエピソードもある。

響曲があらわれてくる。 それでも， ペートーヴェンは，まだ恋愛感情に支配されてい

そしてさらに，第5交響曲の冒頭のいわゆる「連命の動機」 たために闘争的な音楽を書こうとはしなかった。しかし，

は，すでに第3交響曲の葬送行進曲の伴奏や終楽章できかれ そのなかで例外として，ピアノ用のハ短調の32の変奏曲が秋

るし， Q然消ソナタ〉の第 1楽章でもはっきりあらわれる。 に書かれている。このはげしさのある曲のスケッチが Cラズ

つまり，第5交圏曲のスケッチから初期の構想時代に，こ モフスキー〉第3番の終楽章のスケッチの間にみられるとい

の動機のことがベー トーヴェンの頭のなかを占めていたとい うことは，意味深長である。この終楽章の主題のスケッチの

ョゼフィーネ・フォン・ダイム伯未亡人 1804年から 1807年
にかけてペートーヴェンが愛情を守せていた女性．

ナポレオン軍のウィーン入城歌劇くフイ デリオ）初演の1
迎間前 1805年11月13日フラ ンス箪はウィーンを占領した。

グー
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ペート＿ヴェンの肖像 1803年32熾のときホルネマンiilil。1801年30歳のときシュクインハウザー即． 1815年ヽ 4歳のときヨゼフ・メーラー圃． IBIB年,1熾のときヤコプ・ドント1i!11。

ところに次のようにベートーヴェンは記している。 ベートーヴェンは，第 1交褥曲を完成したときには，まだ

「お前がここで枇問の渦中にもみこまれてしまっているよう 満30振になっていなかった。しかし，ベートーヴェンの作曲

に社交上のどんな節害があっても，へこたれずにオペラを 家としての名声は，もうすでにひろまっていた。考えように

饗くことが実行されてよいのだ。お前の耳が聞こえないこと ょっては，ベートーヴェンがこのころまで交響~11 を書きあげ

など，もう秘密にしておくな―芸術の場合にも」 て発表しなかったのは，いかにもおそすぎる。ハイドンやモ

1806年秋から，こうした意志力や闘志が少しずつ作品にあ ーツァルトと比較してみるまでもないし，当時は交應曲は，

らわれはじめてくる。ョゼフ ィーネとの恋愛に関係したと思 作曲家がぜひとも雷かなければならない魅力の分野でもあっ

われる音楽は，そろそろ終止符が打たれ，翌1807年に入ると， たのである。その後のロマン派の時代，あるいはそれ以後の

・←コリオラン序曲〉が作Jlilされ，第5交響,u,の策がすすめら
れるのである。フランス士官のための演奏を拒否したベート

ーヴェンのはげしい態度は，作品にもあらわれてきたという

ことになる。それと同時に， ぐコリオラン〉からも知られる

ように，ベートーヴェンの目は，また自分の好む英雄像にも

向いてくる。こうして， '1810年には←エグモント〉への音楽

も嘗かれた。これに類した感情のものとして， 1809年のピア

ノ協奏曲第5番 q皇帝〉やく大公〉と呼ばれる1811年のピア

ノ三重奏曲のような壮大な作品をあげることができよう。

ペートーヴェンは，第5交響曲と前後して， 1808年6月に

第6交響曲仕田園〉も仕上げた。第5交響曲では，自分の内

部で渦巻く激情や闘争から勝利への道をだそうとしていたの

に対し，第6交響曲では，目を外部へ， しかも不愉快な情勢

にあるウィーンではなくて， もっと心の安まる落ちついた自

分の好きな自然に向けたともいえる。

ベートーヴェンにとって交響曲とは

さて， このあたりで，ベートーヴェンにとって交響曲とは

何であったのかということも考えてみなければなるまい。

時代となると，交響1川に対する考え方や態度がこの当時とか

なり違ってくる。とにかく， このベートーヴェンのおそすぎ

るということから，交聾曲に対して，ベートーヴェンがたい

へんに偵重な態度をとっていたことが想像されるのである。

ところで，ペートーヴェンが自身の身近な周辺に対する感

情や自分のその都度の思想などを，いわば随想ふうに喜きつ

づるのにもっとも適したものは，まずピアノ音楽だったと老

えられる。ベートーヴェン自身も，楽器のなかでは， ピアノ

にもっとも親近感をもっていた。 32Jlllのソナクばかりでなく

変奏曲や小品でも，ベートーヴェンは，自分の心境を気軽に

おりこんだ。晩年には．第9交響Jillの完成以前に， ピアノの

重要な創作を終わってしまったが，との第9交讐曲以後の時

代に対しては，今度はビアノのかわりに，弦楽四重奏曲がベ

ートーヴェンにとって，思想をのべる重要な媒体となった。

弦だけによる淡色の，安定したバランスの世界が好ましく思

われたのかもしれないし，線的な音楽の進行が思考の表現に

もっとも適切なものだったのかもしれない。このようにして

第9交響曲以後には，作品127以降の 5曲の四重奏曲と，副

産物として大フーガが書きあげられたのである。
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こうしたソナクとか弦楽叫須奏rl!iでは，ベートーヴェンは， また，第9交珈ltrは，少し¥illの大作 くミサ・ソレムニス〉で

ピく身近な事件から音楽を股IJりしていったこともある。たと 自分の内而的な平安を祈るようにしておりこんだのに対し，

えば，作品81aの ≪佳別〉と呼ばれるソナクがそうで，オー 世界の平和とそれによって生ずる歓忍を理想として歌いあげ

ストリアとフラ ンスの間の戦争の駈ぎによる俣渦者で友人の たのだった。そして，その第4楽章に先行する三つの楽針tで

ルードルフ大公のウィーンからの避郷：に伴うペートーヴェン 人間社会をいろいろなfCJ腹から眺めてみたのだが，全人類が

の慇ti'/を扱っている。また，その次の作品90のソナクは，リヒ 平和に共存する枇界はそうしたものでないとして， 三つの楽

,7-

ノフスキー（日（侯の弟）の結婚と渕係している。必楽四頂於rur 章の方向を第4楽京で完全に否定してしまったのである。こ

作品132の第3楽率は， 「病女［から回復した者の神に対する/¥11 れは，生存の苦悩を通じての歓喜ということでもある。

なる応湖の歌」となっているし，次の作品 135の第4楽京に この第3交岱曲や第9交嬰¥itr,あるいは第5交醤曲のよう

は， 「苦しんできめた決心」と記されていて，さらに「そう な枇界は， ペートーヴェンの楊合，他のtUI種では表現できな

でなければならないか？」と「そうでなければならない ！」 い稲類のものだった。さらに第 6交闊1111の田幽的な世界も

と出かれた 2種類の動機がおかれている。これが正確には何 ペートーヴェ ンが年来抱いていた思想の鮎実なのであって，

を意味するのか決定できないにしても，下窟の主人との1掛答 作曲の直前のささいなJlfitだけに結びつけられるぺきもので

だとか，楽，！付の出版にあたっての出版商とのやりとりだとか はない。 ベー，トーヴェンが昔から恙じていた人生闘争や苦悩

いろいろいわれていて，ベートーヴェンの周辺のできごとに を通じての喜びの思想，あるいは目を外界に向けたときに心

関係があることはlltJ迎いないらしい。 を休ませてくれる田園的な梢緒が，その時機にいたって，拡

しかし． ベートーヴェンは，交覇Illとなると，もっと視野 大した視野のなかで音楽的k熟してきたのだった。そして．

をひろげて．大きな問起をもちこむことがY..f通だった。この こうした交也曲に到達するまでには，ビアノ・ソナクその他

意味からいえば交嬰rUIは，随憤や日記や手紙ではなくて， でfiillillかその方面の探究をしてみたのである。

大論文に相当していたといえよう。ただし，第 4交磐1U1だけ こう考えて くると，ベートーヴェンが第1交愕曲を困くの

は，その例外となるかもしれない。 ．．それでも，以前の 3曲 が年齢的におそすぎたといえる現依も．ある程度理解できる

の交嬰1U1にない即肌的で幻想的なものやロマン的なものを， のではないだろうか。ベートーヴェ ンは，交閥曲に対しては

≪第4滸〉にもちとみ，新しい世界の悧拓を意図したのでは ハイドンやモーツァルトとは別の姿勢でのぞんでいたのであ

あった。 り，ピアノ・ソナクとかあるいはその他の音楽のひと つの総

第 3交想曲は，ナポレオンをめぐる世のなかの悼勢と密接 決尊とも考え， そうしたもの以上の大きな，全人類的な思想

な関係をもって生まれた。ここでは，自分が恋愛したとか失 を盛りこも うとしたわけで，いわば論文のように考えていた

恋したとかの喜びや悲しみはもちろんおりこまれていない。 のである。
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〔左上〕 交＇屈曲第 5番も屯命〉の自筆譜。現在西ペルリンのm立図書館に所蔵，＇
〔左下〕 交喘曲lj¥5番の書かれた家。ウィーンのメルカーバスタイにあり ペー

トーヴェンはここに 1804年から 15年にかけて住み 数々の中期の傑作を産んだ。

〔右上〕 プダペストの南30キロのマルトンヴァシュアールにあるプルンスヴィッ

ク伯爵(!)/出館。ペートーヴェンに関係の深いテレーゼとヨゼフィーネ姉妹の本邸

で 1800年ごろにはペートーヴェンもしば Lばこの家を訪問している。

〔右下〕 上のプルンスヴィック伯邸に飾られる大理石のペートーヴェンの胸像。

〔右ページ〕 ウィーンのコンツェルトハウス前の広場に立つペートーヴェンの記

念像。彫刻家ツンプッシュの傑作とされる宵旧の像で 1880年に除窯された n
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ペートーヴェンほどの人であれば， 1800年以前に．技法的

には立派な交響曲をすでに書けたはずである。それが1800年

までのばされたのは，思想の成熟によるところがもっとも大

きいというわけである。最初の弦楽四頂奏曲作品 18の61111

も，この年を中心にして粛きあげられているが，ベートー

ヴェン的な考え方からすれば，求める四重突1111のl!t界も，自

信をもってきり附くことができなかったのであろう。こうし

て，この1800年前後から，ベートーヴェンの思想に培しい成

熟の度が加えられることになったのである。

後期のベートーヴェンと第9交響曲

ヨゼフィーネとの恋愛も， 1809年のウィ’ーンの混乱で，ベ

ートーヴェンの想い出から遠く去ってしまったようである。

この年の 5月にウィーンがフランス軍IC占領され．ウィーン

の畠族や貨族たちが難をさけてウ ィーンを脱出したが， 10月

148にこの戦争騒ぎは終わり， 11月にフランス軍は引きあげ

ていった。このl.JI件に伴って. {i行別〉と呼ばれるビアノ・

ソナタが生まれたことは， !iiiにものべた。その反而で，ベー

トーヴェンは，テレーゼ・マルファッティという大地主の娘

1811年に絶頂を訪っていたナボレオンも， 1812年のロシア

での敗退，翌年のヴィットリアにおける敗退から， 1814年に

は退位とい う事態までtllいたのだった。そして，この年の4

月から翌年6月まで， ウィーン会議がl,'11佃された。このナボ

レオン哀退のころに，ォーストリアでは，メッテルニヒが政・

界に力を扱いはじめ，採守反動休制を｀強化し，迎歩的な自由

思想の圧迫をし，人心に恐怖慈を栴かせてさえいた。 ペート

ーヴェ ンも，そうした政治till勢には大きな不満をもったが，

それに関志を燃やさず，自分だけの11t界にひたりきる傾向を

みせた。1812年の第7' 第8交猥,u,も，その方向のものとみ
ることができ，凩色のいい保控地テプリッツに邪在していた

とき，アマーリエ・ゼーパルトという女声歌手から親身の世

話を受けて，気分のいい日に恵まれていたのを反映してい

る。しかし，ここでも，交墨曲に新しい方向を求めようとす

る意欲が感じられるのである。

この交響1111のあと， 1817年まで， ベートーヴェンとしては

珍しく不毛の時期がくる。そのなかで，自分のもっとも身近

な楽器を使って．深い感t月をこめたり，のびのびと歌いあげ

たりして，新しいピアノ・ソナクのllt界を開拓し， ピアノ音

と知り合っている。 什告別〉の直前に出かれた作品78のソナ 楽で後期の様式へと入ってゆく。 1814年の作品90, 1816年の

クを， ベートーヴェンは，テレーゼに作げたが，ベートー 作品101がそうしたソナクである。

ヴェンとしては，テレーゼとの鮎婚を哀灸IJに老えはじめてい ワルツに明けくれしたようなウィーン会議は， 1815年6月

たのだった。この時期の弦楽11町煎突1111変ホ長闊作品74{ハー に終わったが，ベートーヴェンには．自由な生活を営むJlll作

プ〉の明るさは，テレーゼという女性の存在と焦緑なもので 芸衛家だっただけに，吊1神的にも経済的にも爪苦しい圧迫が

はない。 つねにかぶさっていた。さらに，ベートーヴェン自身の身体

1810年になると、 4月には，テレーゼのために沿いたと伝 も，耳疾に加えて，梢化樅系統を古したり，気管支カクルを
かれん

えられる ←エリーゼのために》という可憐な小品が作 Ill!さ おこしたりして，まったくの不糾をきわめていた。それに，

れ， 5月にはやはりテレーゼのための作品83の第11111(悲し 11月に弟のカールが死んで，翌年からその息子のカールの後

みの喜び〉と第2曲くあこがれ〉の歌曲が困かれていて，ほ 見を引き受けることになった。子供のなかったベートーヴェ

かには軍楽隊用の音楽などもつくられているところからみ ンは，この甥のカールを削愛し，あれこれと面倒をみるとと

て，一方では社会情勢を反映しながら，他方ではテレーゼヘ になったのだが，カールは，逆に不良化してゆくばかりだっ

の気持ちをどうしても音楽へ盛りこまざるをえなかったので た。それにカールの母親とは，この後見をめぐって訴訟も

ある。そして， 6月の←エグモソト〉への音楽は，この両面 おこさなければならなかった。

をつな ぐものとみることもできる。夏の弦楽四諏奏曲作品95 やっと， 1820年にこの裁判は，ベートーヴェンの勝訴とな

ぐセリオーソ〉は， 18泣の娘と40歳近い男との結婚が実現不 ったも のの，その少し前までかなり長期にわたっておこなわ

可能となり，きわめて内省的な深刻な情緒をたたえるように れ，こうしたことが原因して，創作の蓬も衰えがちだったの

なる。 である。 ぐあきらめ》という歌曲が生まれたのは，その1817

.... 

＇ ,
9-9. 
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年前半だった。そして， ＜ハンマークラヴィーア・ソナク〉

と呼ばれる作品106が作曲されていた181彩t'.5月にペート

ーヴェンは， ロンドン在住のモシェレスその他の音楽家とピ

アノ製造業者プロードウッドとの協力によって，前年に完成

されたばかりの最新式の磯能をもつピアノを贈られた。，これ

によって．ベートーヴェンの創作意欲がかきたてられたこと

はいうまでもない。そして，その意欲は，さらにつづいて．

作品109から作品110までの最後のソナク 3曲を産むことに

なった。

ところで．作品106のソナクを作1山中に，ベートーヴェン

の創作意欲をさらにわかせる事件が二つあった。ひとつは．

枇話になった友人のルードルフ大公がオルミュッツの大司教

に就任するということであった。ベートーヴェンは，それを

祝って，作品 106にすぐつづいてくミサ・ソレムニス〉を；μ

きはじめたが, 18~~ 和の就任式には問に合わず， 1823年に完

成した。もうひとつは，＇やはり 1818年に．ロンドンのフ ィル

9ヽーモニー協会から 21川の交陽仙の作曲依頼を受けたことだ

った。交盤曲の作曲を， しかも 2I川も依頼されるということ

は，ペートーヴェンとしては， 50哉に近い生涯の中ではじめ

てのことだったのである。ペートーヴェンは， このほうにも

想をねりながら，結局はミサに手間と・ってなかなか箪を進め

られず，最後には， ミサの完成後に 2曲の構想を 1曲にまと

め，終楽章にシラーの「歓喜の頌」による声楽をおいた交響

曲を182心t'.2月に完成したのだった。これが第9交墟曲であ

る。

ベートーヴェンは，晩年のソナクで，内省的で幻想的な態

度をとり，深遠な宗教性や浄化された人間的な高揚恙といっ

たものもおりこんだ。そして，幻想的で精妙な変咲曲と思索

的，論理的なフーガとを対立させることによって，音楽の展
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シラーの記念懺 〈第九）の終楽章に用いられた『歓喜の頌』の原約者シラー (1759-1805)はゲーテと並ぶ ドイツの大訪人・劇作・≪.こ
の1象はウ ィーンの国立歌劇場の筋向かい）こあたる リング （環状逍9各）の外Illに立っている。背後の建物は遺影芙術アカデミー。

にシラーの詩を導入したのだったが，交響曲に声楽をとり入

れるという大胆な計画は，実はベートーヴェンにとっては，

この第9交響曲がはじめてではなかった。ベートーヴェンは

すでに第6交讐曲の終楽章でそのようなことを試みようとし

たのである。これは，のこされたスケッチから知られる。そ
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開をはかったのだった（この方法は，第9交響曲およびその して，シラーの頌に音楽をつけることも，すでにベートー

後の一連の弦楽四重奏曲でもみられる）。さらにこの晩年 ヴェンは， 1792年ごろから考えていた。それに第9交闊曲

のソナクには，これまでの不運と苦悩およびそれに対する闘 の終楽章の有名な歓喜の主題の片鱗も， 1794, 5年あたりか

争への追憶といったものも盛りこまれている。そういう追憶 ら2, 3回あらわれている。

は，第9交響曲で，勝利と歓喜へと変容されるのである。そ こうみると，第9交響曲も，第 5交響曲の場合に似て，あ

うした音楽の流れは，との曲に到達するまでのペートーヴェ るいはそれよりも，あらゆる意味でもっと深い思索ど体験を

，，，の生活体験そのものでもあったわけである。 へて，できあがったものであることが知られ，ベートーヴェ

そして，その歓喜と平和を求める気持ちを明確にするため ツの交響曲に対する執念の強さにおどろかされるのである。
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もし，ヘルベルト・フォン・カラヤンという音楽家が，こ

の世に存在しなかったとしたら一ー。

世界のクラシック音楽界は，あるいは，現在とはまるっき

り別ものの状況に変わってしまっていたかもしれない。＿

いや，私にははっきり変わっていただろらとしか考えられな

い。もちろん，すぐれた指揮者は，そこでも何人かは出ただ

ろう。中には，カラヤンが存在しなかったことで，かえって

現在よりもっと高い評価を受けることになる名指揮者も出る

かもしれない。しかし，そんなこととまった ()JI]にそのと

き世界のクラシックは， （正腹にいうと） 20世紀後半にうま

カラヤン―ーその本質と魅力
荻昌弘叫[/背如9論家）

く乗りきれなかった伝統芸術として，いま，歴史の中にたな

上げされかかっているのではあるまいか一一私には，そんな

ことさえ考えられるのである。

たぶん，これは大仰すぎる言い方に聞こえるであろう。そ

れは承知だ。承知のうえで， しかし私は現在.20世紀中葉か

ら後段の世界クラシック音楽界は，カラヤンという大スクー

の存在一つによって，われわれ市民の関心とつながりえてい

る面が大きすぎるこ ．と一一つまり，そのくらいカラヤン 1人

の存在は超絶的な絶対性をもっていることを強調しないでは

いられないのである。これは，私個人のカラヤンヘの好悪の

感情とは，まったく別の評価だ。

私はいまとこで，カラヤンにかぶせて「大スクー」という形

容を使った。実をいうと，この「大スクー」という使いふる

された肩書きは，カラヤンをカバーするには，少し小さすぎ

る単語である。つまり，カラヤンは「スクー性」といったも

のとはまるで本質が別の，いわば“音楽家"そのものである

局面も大きく持ちすぎた天才だからである。しかし，それで

もなおカラヤンを形容するのに，まず 「大スクー」というこ

とばを使わねばならないのはなぜか。

それは，カラヤンの演奏がつねに“聴衆の低うだけを阿い

た"音楽となっている，そのことであり，そして実は一見，

あたりまえに見えるそのことに，彼の特徴と天才と幸福と時

代的意義のほとんどがかかっているからなのである。

哨•2、•►

たとえば，この 『世界名り11大全集』の第7巻に収められる，

カール・ベームによるベートーヴェンの妊田園〉を11りいてみ

る。このペームの q田園〉は， 20枇紀． レコードに収められ

た同曲の中でも，おそらく最高の 1枚と断定してよい希有の

名演である。私は，心からの将厳で， くりかえし愛聴を惜し

まない。が，つまり私がそれほどに何回もこれを聞けるとい

うことは，その作業が義理でも勉強の義務でもない，つまり

ペームの奸田園〉が，ひたすら擾しく楽しく美しく柔らかく，

そして自然感に満ちあふれたものだからにほかならない。

だが， このベームの仕田園〉は，それ自体， どんなに優し

く楽しいものではあっても，決して，ベームがお客に向けて

サービスを考え，聞かせどころを計rr.しつつ“みんなにわか
りやすいように"II貞奏しているとはIll!きとれない。この優し

さは，ベームなりペートーヴェンなりが，かってに自分の中

に内在させている心ti"'!であって，ベームは客などいようとい

まいと，そんなことはいっこうかまわずに，自分に出せるか

ぎりの音楽をまっ正直にこぼしているにすぎない。それが結

果としてPHき手のこちらに，彼の優しさと聞こえてくる一一

これは，そんな演奏である。

ところが，カラヤンのベートーヴェン~04', ベートー

ヴェンに限らぬーーは同じ希代の名演にしても，まるっき

り本質が違う。ぞれははっきり，音楽の聞き手というものを

想定し，いまその聞き手は，世界じゅうにさまざまなステレ

オ機械を通して散在しており，中には専門家中の専門家もい

るが，一方には，きのうクラシックの魅力にぶつかったばか’ ・

りの若者もいる，，その全部に，この名曲の魅惑的特質を直

送するには， どんな音の出しぐあいをしたらいいのか―そ

のすぺてを計量しつくしながら進行してゆく，そんな演奏な

のである。極度におおざつばな言い方をすると，ペームは内

側を向いて自分のために芸術を実現しており，カラヤンは' . 



カラヤン-その本質と魅力
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（目をつぶって指揮はしても）つねに，外だけを見て“みん

なのために"音楽を実現する芸術家なのだと類別できる。

哨 3+

実をいうと， 日本では，こういう二つの芸術家クイプでは，

前者が「精神的」としてすごく高い評価を受ける反面，後者．

は気のdiにも，戦人とか技術屋とか迎合家とか，いいたいほ

うだいの・iJい方で呼ばれて，不当にさげすまれつづけてきた。

そんな戦人の芸には 「精神」などないのだから， これを芸術
けが

家と呼ぶのさえも汚らわしいといった空気が強かった。日本

ではいつも芸道といったことが倫迦的にとらえられ，その（倫

理も社会へ広がってゆく“人間どうし”の倫理でなく，逆に

自分ひとりの良心をきびしく見張る“人間1個人”の倫理に優

彼独自の芸術を“ほんもの"の方向に向りて，豊かに深めつ

づけているからである。あなたは，この 『大全集』の中でそ

れを，彼のメンデルスゾーン （第10務），特にワーグナー（第12

巻），そしてチャイコフスキー （第15巻）やビゼー（第19巻）に

さえも園かれることになるはずだ。

―さて，それならば． このベー トーヴェン以後明確とな

った 「カラヤン独自の芸術の方向」とは，何なのであるか。

囀•4•嗽

もちろん，世間にはいま，外（客のほう）を向いて演奏す

ることばかりに気を奪われて，おのれを芸術家にするき℃し

い苦悩は脳き忘れてしまった孤奏家も，幾人だっているわけ

だ。いや，特に，中堅から若手へかけての指揮者や器楽演奏

位が1i11かれてきたためだと考えられる。むすこを過激派の殺 者には，その危険な兆候が尖に激しいと断じて誤りではなか

人者にしてしまった父親が「おお，自分は本を砒んで人間の ろう。

修渡につとめてきたのに」と嘆いた記事を見たことがある。 しかし，それをいうならば，逆に老年組などには，自分1

私たちの倫理は， ことほどさように“外を向きたがらない．， 人の内へさえこもれば芸術家にはなれると思い誤って，結果，

ものなのだそうだ。 演奏が聞き手とのコミュニケーションを失ってしまい，芸術

そのような日本では，実は以前，ヘルベルト・フォン・カ 家はおろか 「音楽家」にもなりそこなっている人も実に数え

ラヤンに対してきた専門家の評価は，一般市民の間に広がっ きれないくらいおおぜいいる。つまり， 1人の演奏家が，自

てきた人気匠ど‘‘無条件な"ものでは必ずしもなかったとい 分の演奏の方向性に従って内を向くか外を向くかということ

えよう。こういう私自身．数年前まで（正確にいうと，この は，そのこと自体は芸術精神の本質とはまったく無関係な力

ペー トーヴェンの q第五〉や＠第九〉を耳にするまで）は， 学なのだということである。―そのとき．彼が芸術家にな

カラヤンという音楽家が，ほんとうに芸術家の名に価する巨 れるかどうかは，彼がその力学の餌動をどれだけ“その人ひ

匠であるのか，かなり疑う瞬間もあったことを白状しなけれ とり”の独創的な絶対技術で実現できたかにかかる。外を向
びたい

ばならない。私は，この人が“技術屋だから"芸術家でない いた演奏が客への媚態にだけ終わりがちなのは，外を向くこ

と結論するほど洋純ではなかったつもりだが，この大指揮者 とが悪いのではなくて，この技術が絶対の純粋性をもたない

が，あまりにもさまざまな名曲に対して当たりのいい八方美 “くり返し"にとどまりやすいからである。

人の韻を持っており，たとえばペームとかフルトヴェングラ —カラヤンにも，かつて．実はそういう時はなかったと

ーのように“たっ・た一つの顔”を持つ演奏家ではない点が不 はいえない。非常に厚化粧の技術のくり返しの時期がなかっ

安だったのである。 たとはいえない。

．、 その私も． しかし，ペルリン・フィルによる彼のベートー 私は．カラヤンの演奏の中でそれがふっきれたのは，彼が，

ヴェン交響曲全集に深い面撃を受けてからは，カラヤンを掛 今のペルリン・フィルという．世界一機能的な表現能力と音

け値なく，クラシック音楽を20世紀後半において代表する浪 色の美しさとを持ったオーケストラをわが手におさめ，名実

奏芸術家だと考えるように変わった。いや，正確には今日も ともに世界指揮界の帝モとして．クラシックを20世紀の中へ

さらに変わりつつあるというべきだろう。なぜなら，カラヤ 刻印する責任を背負わされた―その一種の 「使命」に目ざ

ンはペートーヴェン以後，新録音を重ねれば重ねるほどに， めた瞬間ではなかったかと推定している。私はかつて，カラ ペルリン・フィルを指揮するカラヤン（ニラサワフィルム・提供）

ズグー
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ヤンの演奏の削神的姿勢のととを，クラシックという人間の 粧＇を捨てている。つまり，曲によるテーマの違いを，人工

文化辿節＿その20世紀における祭典的i設式の司祭者だとい 的な誇張では拡大しなくなった。音色とリズムにつねにいっ

うふうに＃いたことがある。そこまで，あるいは‘客への媚 ばいの“含み"を持たせてゆく 叫開さ。いつも曲全体の構築

態”もあったかもしれないこのオーケストラ指揮者は，まさ を大きくつかみとったうえで，一方， 細部は音符のひtピ一つ

にある瞬間，では自分は何のために今の客に音楽を届けるぺ にも音のカラーを塗りこめてゆくといった複合的な指揮“浪

き存在なのか，その資務と権威をはっと悟った音楽人となっ 出”機能は，むろん少しもおとろえない。おとろえぬどころ

たのではないであろうか。つまり，いまベルリン・フィルと か，いよいよみずみずしい険形を i具 くしてゆくのに，~彼

いう当代至高の楽器を碍て，この完全な自分の技紺と音楽性 は自分を厚化粧で強調することはやめたのである。 どう

がなさねばならないことがあるとしたら．それは何か。それ いうことか。

は，この20世紀後半の＂側き手の内部＇’に潜在的に生きつづ つまり，あらゆる曲を，その曲自身の語る正面の芙しさか

けるクラシック音楽のイメージを，レコード，テープ，ヴィ らとらえ，その曲自体の美によってうたいはじめたというこ

デオ，映画，ステージなどあらゆる媒体を通してそのまま顕 とである。ヴィヴァルディからストラヴィンスキーまで，自分

在化し，形象化し，定沼させるととだけではないか，と。 と聞き手とを一つにしたその向こうに自分の“解釈”ではな
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〔上〕 オーケストラを訓練中の
カラヤンのスナップ。
（左）（第九）を揖るカラヤン。
指揮庫一閃 ペルリン・フィル
の最珪奏が鳴り響く瞬問の連続
写真。（映回『ペートーヴェン：
交響曲第 9番（含唱）』より）

ともかく， こうして，ある瞬問（それがこのペートーヴェ

ンだと私はいう）カラヤソは厚化粧を落とした。もちろん，

その版奏が客への計坑を基礎にしているという基本姿勢は，

そのままである。たとえば，との Q第五》比第4楽京の大

爆発を最初から計批しつくしていて，前3楽章はすばらしい

しなやかさで前進する。一方⑪第九〉は，第 1楽章の発端か

ら．人間の誇りと歓喜を胸いっばい張って叫ぷという，おお

らかにもエネルギッシュな美学で打ち出される。そこには，

1曲ごとへの腕みに読んだ「テーマ設定」がある。どんな曲

を演奏するときにも，彼はその曲を演奏する自分のテーマの

置き方を隠さない。

― しかしそのテーマ設定のもとで， もう力 9ヤンは,.化

く，作llil者そのものの音楽が見えはじめたということである。

考えてみれば，力 9ヤンの刹於は全然“若さを気取った"

などという性格のものではない。リズムを,1/J張するのでもな

•··· んじよ 9
い。メロディーを甘くうたうのでもない。早口で大音声を張

りあげるのでもない。いまも彼の洞咲は， どこまでもカラヤ

ン独自に i~密なビロート・弧りで， またどこまでも， その1111の

伝統的定石を正面から尊重し，再生したものである。

そのような浙奏が，なぜ．つねに“若者に"絶大な熱狂的

支持を受けるのか。

答えは一つしかないだろう。つまり， このような正面の切

り方ー一現在の客のイメージの向こうに人類の文化の“ま

さにそうあった通り"の顔を見すえる方法一ーにしか．今

“音楽を通しての人間の確認’など．ありはしないのだ， と

いうことである。



●カラヤ ン(/)/位近の紫m,



ー/cf'

交響曲第5番ハ短調

1乍品67く運命》

~-:::, ン・
ハ短謂

4分の 2拍子

ソナク形式

プリオ

〔作曲年代〕 1805年-1808年 ぶととは，皆薫とはいえないまでも，むしろ珍しい。玲たま

〔初 洒J1呻 12月22日，ウィーン，テアクー・アソ・デ "Victory Symphony• つまり ffl利》と呼ばれることはある

ア・ウィーン。ペー トーヴェン自身の指揮による。 ようだ。 《運命》という呼び名は，むろん，第1楽章団頭の動

〔出 版〕1印領三4月，ライプツ ィッヒのプライトコップ・ 機を，ペートーヴェンが弟子のシントラーに 「運命はこのよ

ウント・ヘルテル社 （パート懇） うに戸をたたくんだ」と脱明したことによっているのだが，だ

瀑 呈Jロプコヴィッツ公，ラズモフスキー伯爵 れの命名になるのかは定かではない。当然，三つの卜音と一つ

〔楽器編成〕ビッコロ，フルート 2' オーポエ2. クラリネッ の＊音からなるその国頭の動機を，運命が戸をたた＜音と限定

ト2, ファゴッ ト2' コントラファゴット，ホルン 2, トラン して考えることには少なからぬ不都合がある。

ペット 2, トロンボーン3,ティンバニ，弦楽合賽。 なお，楽器編成について一言つけ加えれば，ピッコロ．コン

〔備 考〕この交響1111は，《第．幻と呼ばれたり．《運命》と トラファゴットおよびトロンボーン 3は，終楽章においてのみ

呼ばれたりするが， ~~)>というのは．あくまでもこの日本 用いられている。

でのみ通用する俗称でしかない。欧米でこの曲を《逼命》と呼

示部 くり返L

1 2 
運命の動機がクラ リ ネ ッ I•
と弦楽器で出される. I l綱Iヴ-,.(オリ ・,t:よ..csがで．クラ lj,~ , f,71ぃ• Iによヽ 1,-

ファゴットと
ホルンによる
冒頭動懺

ク:, ,」 -f- "t •• 7T ゴ~,.. 
・"";, による●頭紬懺

7 7 0ア



DEi アンダンテ・コン・モト
変イ長調

8分の 3拍子

変賽曲形式

第2主題（変イ長胃，最絨に
ffによる鯰賽がある）

第 2変賽
（第 1主1111のみ損われる）

4 5 

第 4変賽

_。
コーダ
（弦楽襲にささえられた7T
ゴットのソ 0 で開始される）， f15Z 

木管稟1111と
弦攣悩の応答

!ID グロハ短鯛

4分の 3拍子

3郎形式

「第 1主題の展開 リオ (''H,が D とコン ~,.バス
によって1111紬される ） 

スケルツォの再現 （崎）ヽ されている）
テ4ンパニがヽ 畜ヽでリズムを刻みはじめ
て．鯖ヽ攣れへの経過句を!Ritt,する．
( 1') れ目なしで!11•"11i'<Iこつづく）

2
 

s
 

!fl 2主遁の再現 4
~· 4'Z 

一アレグロハ長鯛

4分の 4拍子

ソナタ形式

展間部 （主に第 2主1111を展開している）

紐於による第 2主l1llの提示
t, 庄ヽ麟）

戸IJ'.JJI.部
1113'.¥I! 寧スケルツォの坑2主週によったfll,IJのRII分
（峙をAllしような弦県料の響曹と木管叫』とによる）

l 2 S 

~.9 ー

レスト

s 5r 

8
 

歌劇くフィデリオ》序曲

1乍品72b 

ピ：9 コロが輝かしい汗で活隕する。

（作曲年代）1814年 《レオノーレ》第1番，第2番，第3番と， この《フ ィデリオ≫

〔初 演） 1814年，5月お日，ウィーンのケルントナートーア 序曲なのだが， 《フィデリオ》序曲は，今日，オペラ 《フィデ

綱勘において。 リオ》が上演される際にく序曲〉として用いられているもので

（出 版） 1814年 8 月。ウィーンのアルクリア社（ピアノ• あり，当然その 4曲の中では最後に作曲されたものである。全

スコアで）。

c嶽 呈）ルドルフ大公
〔楽器編成）フルート 2' ォーボエ 2, クラリネット 2, ファ

ゴッ ト2' ホルン 4' トランペット 2' トロンポーン 2' ティ

ンバニ，弦楽合奏。

〔備 考）ベートーヴェンは，彼のたった 1曲のオペラ《フィ

デリオ》のために， 4曲の序曲を作曲した。つまり，序曲

4曲の中では，この 《フィデリオ）序曲のみが，閲性選択 （他

の3曲はハ長調によっているが，この曲はホ長講），・構成（他の

3曲は，ソナク形式ないしはそれに類似した形式によってい

るが， これは形式的にきわめて自由である）といった点で，独

自のものを持っている。またここでa,オペラで用いている音楽
がことさら用いられていないというのも，特徴の_つとしてと

りあげられる。きわめて簡潔に劇的ふんいきを明示しえている。

アレグロ

ホ最鯛

2分の 2拍子

アダージョ

「 (.+:..-葬咋賽L.
拉(II!芯'"停賽にエわる ）

アダー ジョ（ク ラリネ， 卜とホルン）

「IIJ主題にあたる ものをホルンが出す。

（＊＇レンが提示，ついで，
クラリネ ットがうけつく．）

5
 アレグロ（鰊賽I



プレスト
（実質的なコーダ
練奏による ） 

fJ-56" 

レオノーレ序曲第3番

1乍品72a

〔作曲年代） 1806年

〔初 演〕 180辟i,;3月29日，ウ ィーンの，テアクー・アン・

デア・ウィーン。

〔出 版〕 181($。ライプツ ィッヒのブライトコップ・ウン

ト・ヘルテル社。

〔献 呈〕なし。

［楽器編成〕フルート 2, オーボエ2' クラリネット 2, ファ

ゴット 2, ホルン4, トランペット 2' トロンポーン3,ティ

ンパニ，弦楽合奏。

〔備 考〕今日上演されるものと内容的に多少違うところが

あるとはいえ， ともかくペートーヴェンのオペラ《フィーデリオ》

が最初に上濱されたのは， 1805年のことで，そのときに序曲と

して用いられたのは，今日いうところの序曲《レオノーレ》第

2番だった。そしてそのオペラが1806年に再演された際に用い

-,gtl 

アレグロ
ハ長鯛

2分の 2拍子

序奏のついたソナタ形式

序啜 《ア デーツり クラ リネッ トとファゴ・ットで示される音楽（註1)
尋

展開部（主として第 1主題を扱っている）
（第1ヴァイオリンがホ長調の主和音を分散
'Lて下降することによって始まっている ） 

“" 7
 

8
 

7'• ーtと嶼 1ヴマイ rリン＂叶

られたのが，この第3番である。その後. ~ フ｀ィデリオ》序曲

が作曲され，したがって序曲《レオノーレ》第3番は，オペラ

《フィデリオ》のための序曲としての役割がなくなってしまっ

た。しかし，この音楽的に特にすぐれている作品をそのままに

しておくのは惜しいということで，第2幕第2湯に先だって演

奏されることが多い。もちろん，独立したコンサート・ビース

として演奏されることもしばしばある。

〔註1)この音楽は，オペラの第2幕第1島で，牢獄に幽閉さ

れているフロレスクンによって歌われるアリアからとられてい

る。

〔註2)このトランペットによる音楽は，舞台裏に配置された

トランペット奏者によって演奏されることになっているが， も

ともとは．オペラの第2幕第1場で．大臣ドン・フェルナンド

の到着を伝えるものとして用いられているものである。

5
 

第2主1111,,. 長調）
rフルートと昂1ヴァ
イオリンで提示）

コーダ

12 

プレス ト
（第 1ヴァイオリン．弟2ヴァイオリン．
ヴィオラ．・チェロの順で始まる ） 

14 14'.4rf 

弦楽韓のみで曙示的に，
スクッカートで奏される．

くコリオラン》序曲

1乍品62

〔作曲年代） 1807年 たったひとりで攻め落としたために，ゴリオラヌスと呼ばれる

〔初 濱） 1807年3月，ウィーンのロブコヴィッツ公の邸宅 ようになった。コリオランは，そのコリオラヌスのドイツ語読

で行なわれた演奏会においてo みである。このべ＿トーヴェンのく序曲〉は，法律家であり同

〔出 版） 1808年1月，ウィーンの Bureau. des Ar臼 et 時に詩人でもあったコリン (1771-1~11) の戯曲 rコリオラン』

d'industrie。 に触発されて作曲されたものといわれている。そのコリンの5

〔献 呈）＾ィンリッヒ・フォン・ヨーゼフ・コリン 幕からなる戯曲は， 180翠jell月に，ウィーンで上演されてい

〔楽器編成）フルート 2' ォーボエ2' クラリネット 2, ファ る。な涵，コリオフヌスを主人公としたものでは，シェークス

ゴット 2,ホルン 2, トランペット 2,ティンバニ，弦楽合賽。 ピアが1607年に発表した『コリオ，，，ーナス」が有名で，そこで

［備 ＼考）コリオランとは，ローマではコリオラヌス，英語 は主人公のコリオレ＿ナスはヴォルシア人に殺されることにな

ではコリオレーナスといわれる，紀元前5世紀のローマの英 っているが，コリンの作品では自殺する。

雄。本名をケイアス・マーシャスというが，コリオライの城を



アレグロ・コン ・プリオ

ハ短調

4分の 4拍子

ソナタ形式

提示部第 1主題（ハ短頁）
（第 1ヴァイオ リンとヴィオラで出される）

l 「!II!2主題 111'.mt'clll)
（第1ヴァイオ リンで提示）

展開部 再現部（短繍されている）

（提示部の締め（くりの狐分）r冒頭動機と第 1主題
で出た音楽によっている の再現 （へ短闘） 第 2主題の再現 1,ヽ畏舅）

●頭動襟 （全体にわたって重賽な役割をする） 2
 

3
 

4 

ティンパニの f,, ... がllll!t る • ＂ 

コーダ
( ~r鯛 2-1!.電力9帆 Iヴ7{オI)ンで出ふ．ヽ漬瓢）

8 5S 

公＂ 7
 奮•みる．

交響曲第9番二短調

｛乍品125く合唱》

［作曲年代J1817年-1824年

［初 濱） 1824年5月7日，ウィーンのケルン トナートーア

順湯。 ペー I・ ーヴェン自身の総指揮による。

［出 版） 1826年，マインツのショット社。

〔献 呈〕プロシア王フリードリヒ・ヴィルヘルム 3世。

〔楽器編成〕ビッコロ，フルート 2. オーポエ2, クラリネッ

ト2. ファゴット 2'コントラファゴット，ホルン 4, トラン

ペット 2' トロンポーン 3' ティンバニ， トライアングル， シ

ンパル．大太鼓．弦楽合奏。独咀＝ ソプラノ．アルト．テノー

ル，バリト ン。混声4部合唱。

CW/I 考）この作品の正確なタイトルは， Cシラーの「歓喜

へのオード」による終末合唱をそなえた交響曲〉という。これ

-ロマ・ノン・トロッポ・

ウン・ポコ・マエストーソ

ニ短馴

4分の 2拍子

ソナタ形式

碑

えられている．

6
 

7
 

2
 

第 1主題の展開的再現
（ここではffで再現する）

は，いうまでもなく，本来が器楽曲であるぺき交響曲に声楽を

とり入れた最初の作品であり，また作品としての構成の雄大さ

においても，それまで類をみないものであった。

初演は，ベー トーヴェンの総指揮のもと， ミ9 エヽル ・ウムラ

ウフとイグナッツ・シュバンチークというふたりの指揮者をお

き， ソプラノのヘンリエッタ・ゾンクーク，アルトのカロリー

ネ・ウンガー，テ ノールのアントン・ハイッチンゲル，バスの

ザイペルトといった当時の名歌手を独唱者と して行なわれ
釦つ'"

た。初演は．幸い大成功で，非常な喝采を博したのだが，当時

ベートーヴェンはすでに耳が聞こえなくなっていて，そのた

めに聴衆の拍手や歓声が聞こえず，アルトのウンガーに教えら

れて，やっと聴衆の熱狂的な反応を知ったといわれている。 乏'~-

展罰福

（第1主題が11ぽ提示されたそのま
まの形で再現して開始される）

.,ル~ーぷ工,,? •1 t·• Iによと 木管楽器のみに
7 ... ーズと．ッアゴ,•, .,,,, 乙佐睾開 よるフレーズ
によるフレーズとの応笞

23'. 題の再現

10 11 

ふたたび木管楽器のみによるフレーズ a" 

コーダ

木管楽葬~/金管楽辞＋
弦楽葬の応答

三
4
ーー 16 I 5・19・ 

~.. ~~ とア 9チ・クライマクス
~ ヴィヴァーチェニ短鯛

4分の 3拍子
3部形式

展開昴

2
 

3
1
T
 

“. 

第 1主題提示の部分からくり返し 1,, 1~ パ~.,令い＂手が入ぁ. ... ,.~. つい....—"'工の
．，口●＇閥かAl>.



トリオ冒頭からのくり 返 し

6 

スケルソォの再現（提示のままの形で，

しかしくり返しは省かれて行なわれる）

7
 

8
 。

lO 丘；

~ -ーンヨ・モルト

エ・カンターピレ

変口長調

4分の 4拍子

複主題変賽形式

第 1主悶の提示
（アダー ジ,. モルト・エ・カンターピレ
変口長潤. 4分の 4拍子 ） 

り～

第 2主題の提示 第 1主 題 の 第 1変奏
（アンダンテ・モデラー ト （アダージ ョ・モル ト ・エ -J,:,-~- ビレ
ニ長讀、 4分の 3柏子 ） 変口長闘， 4分の 4拍子 ） 

1: ふオ）／とヴィ□□し云二れ＇叫~)
第 2主題の第 1変賽
(7'ンダンテ ・モ デラート
ト長躙， 9分の310子 ） 

第 1主題の第 2変奏

（ 
アダージョ ・モルト・ エ ・カンクー ピレ

変ホ長調， 4分の 4/8子 ） 

6
 

7 

じ,,.ー トによって主賽され る） 、

、

＂
はン
註
9

禦
中
眩

る

L
d
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か

9

り
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第 1主題の第 3変奏
（ロステッソ・テンポ
変口長1111, 8分の121a子）

第 1主題の第 4変安
（コーダ）

12 

この榮軍になってはじめて

砒賽による大音旦が出される．

13 14 15 
15 5(1' 

p 卜
ニ短調

4分の 3拍子

＿乏乏'

主要主題（チェロ とコントラパスで提示 される ）

（ア レグロ・ ア 9サイ．二長麟. ~ 分のHa子）

アレグロ・ア •， サイ．
ニ長1111• • 分の ●lfi子

。 i I I .''f 

[ 4 竺

主要主IUlliヴィオ ラとファ ゴッ ト
も参加して1l1保される．

「
合唱が園以下の

4行を代う。 アレグロ・アッサイ・ウィヴァーチェ．
アッラ，マルチア，変0長111

合疇•四以下の 4 行を歌う。 1・ 分の 6柑子
1,0 l1 

ホルンがリズムを割みはじめる． アンダンチ・マエストーソ

ト長調. 2分の 3柏子

15 

10 
（第 1ヴァイオヽJンの細かい
動きがきわ9ごつ ） 

16 

I.] 

主要主町の紐奏9こよる躍保

17 1/j 

オーケストラのみに

よる. PII囀的な闇分
で多） If的T•iJ,による
り!Illが行なわれる．

12 

ソプラノをhかした三鳳

,ffでUN¥"1厄，， しし、 ロスがFr.叫• ' 『＇・叩和 9行を歌う． ファゴ 9 卜とコントラファゴット L男性合嘔が囮以下の
背東が阿I紐ミれ"・ ~ い;~ とばで加わる． ッ-,.,; IJII]以下で加わる. Lそれに大太鮫が行道曲のリ ズムを 2行を歌って加わる．l パ ,jj叫正の8行を軍ベーいくが． 刻みはじめる．芸：らこ!~tクラ,, 年ッ トが...ブ9』 Lr~ 孟品~~:=-1111 Lテノールが固以下の

,<'I ~ 咽叫下を砥い~-t. 田でアル心．園で1ウ I 4行を哄う．
が加hl>,

アレグロ・エネルジーコ．七ンプレ・ペン

・マルカート．二長調. . 分の 61自子
ここでは二爪フーガが屎1111される．

合唱が四以下の 8行を歌う．
まず．パス， トロンポーン，チ ~P,

合心が血つまり 1I] コンしラパスに先溝されて、テノー

以下の 8 行を歌う • Iレとパスが歌いだす。

合鳩のアルトとテノ ールが1l]以下，ソプラノ
とパスが豆似下の,1葉で改いだす。さらに，
パス，テノール．アルト，ハ イ'I-,"ラノの順

で四以下の 6行が歌われる．

ア レグロ・マ・ノン・タント

ニ長調. 2分の 2拍子

l' 20 

テンポ・プリモとなり

木管*~のみによる．
優しい響さが聞かれた

後．合·~はさらに暉以
・下を歌い. I貞·~者も加
わる。

独Pl看が11l1以下を歌［だし.・ 22 

合研即T.,冒集で加わる．

..,.,、"-'f'~ ~ となり．合鳴力『llll,つまり11l1以下を歌う．

2.3 2・$ 57 



独唱者のプロフィール

終楽章歌詞対訳

パリトン

囚 0F<eunde, nicht d;e,e Tone! Sondem 
¥asst uns angenehme.e anst;mmen, und 

f ,eudenvo¥le.e. 

バリトン独唱，四重唱と合唱

回 f,eude,schone, Gottedunken, 
Tochter aus Elystum, 

Wir bet≪ten feuer-trunken, 

HimmUsche de;n Heiligtum' 

Deine Zaube, b;nden wieder, 

Was d;e Mode streng geteilt. 

Alie Menschen we<den B,ud≪, 

Woりe;nsanftex Flogel weiltc 
匡 Wemd≪g『osseWurf gelungen, 

区
Eines F『eundesF≪und zu sem, 

We, cin holde, Weib mun.en, 

Mische seiner Jubel ein' 

固 )n,wer auch nu, eine Seele 
Sein nennl auf dem E,denrund! 

Und wer's nie gekonnt, dee stehle 

Weinend such aus diesem Bundi 

回 Freudetrinken alle Wesen 
An den B,usten der Natur, 

巨I Alie Guten, alle Bosen 
Folgen ihrer Rosenspu, 

固 Kilssegab sie uns und Reben, 
Einen Freund, "eμcillt im T吐
Wollust ward dem Wu,m "e"eben, 

Und der Chernb steht vor Gott 

テノール珈IIと合,,1
回 F『oh, . woe seme Sonnen II, 叩 en
Ou,ch des Himmel, pt5cht'gen Plan, 

匝I Laufet, B,ilde,, eure Bahn, 
Freudig, wie ein Held zum S1egen 

合 ,,1
[!] Freude, schDnet, Gotterfunken, etc. 

合 1り）

I!]] Seid umschlungen Milliunen! 
Diesen Kuss der "叩enWelti 
B,uder tiber'm Sternenzelt 

M匹 sein liebet Valer wohnen 

!hr stilrzt niedec, Millionen? 

Ahnest du den Schopfec, Welt? 

Such ihn ober'm Sternenzelt! 

Ober Stemen muss er wohnen. 

合 •ll
恥 uJe,,chone,, Gottecfunken, etc. 

合 II¥
,ヽidumschlungen, MiJlionen! etc. 

合り1

匝 JIヽt,tiltzl nic<l°', Milhonen, 
Alrnest du den SchOpfer, Weit> 

Such ihn Ubec'm Sternenzeltl 

)う,odedB,ode,1 

Ober'm Sternenzell 

Muss ein lieber Vatcr wohnen, 

合 ,,1
⑭ Freude, Tochter au, Elys,um, 

⑬ Deine Zauber binden w,eder, 
Was die Mode stteng geteilt; 

Alie Men,chen werden B,tider, 

Wo dein sanfte, F!Ugel weilt. 

J!!1重引と合唱

匝 Seidumschlungen MHlionen! etc. 

，，匂友，このような音ではない！

さらに培しく歓ばしい歌を，

うたおう。

歓び，神々の英しい輝き，

楽園の飢，

われら炎のどとくに~)い，

天の汝の畑殿に足をふみ入れる l

汝の奇Illはふたたびむすびあわせる，
世閏Dinいが厳しく引き雌したものを，

すぺての人は兄弟となる，

汝の収が優しくとどまるところで。

ひとりの友の友となるという大事を，

やりとげた(,・,

淑やかな女性をわがものとした者は，

その歓びの声を和すがよい，

そうだ，この地上のたったひとつの人の心でも，

それを自分のものとよびえたものは 1

そして，それをなしえなかったhは，
ii~ ながらに，この集いから立去るがよい l

あまたのものは歓びを飲みとる，

自然の乳房から，

善きものすべて， 11/.!しきものすべて，

自然のバラの路をゆく．

自然はそれらに くちづけとぷと＇うを与え，

死の、,tt~を受けた友を 'iえる，

虫けらにも快岳が'Jえられ，

そして"'のかたわらには天位が立つ。

太阻たちが輝かしい天の空IIりを
飛びかうように，

走れ兄{Jたち，汝の辺を，

粉fl)にむかう英雄l)ように歓ばしげに。

l,1,1の ~l 節がくりかえされる］

互にいだき合うのだ，百万の人びと l

この（ちづけを全世J//.IC!

兄i/lたち， 1,t空の上には，
没する父なる神がかならずおられる。

ひれ伏すのか，百万の人びと？

汝らは迎物主を予感するのか，世の人びと？

凩空の上に似を求めるのだ l

星の上1Cは彼はかならずおられる。

（詩の11¥J節がくりかえされる］

（以上のJ葉で始まる節がくりかえされる）

ひれ伏すのか，百万の人びと，

汝らは辿物主を予感するのか，世の人びと？

品空の上に彼を求めるのだ l

兄弟たち 1兄弟たち 1

品空の上には，

没する父なる神がかならずおられる。

歓び．楽l<Gの娘，

汝の奇蹟はふたたびむすびあわせる，

世1n1の慣いが厳しく引き饉したものを，
すぺての人は兄弟となる，

汝の設が悦しくとどまるところで。

（以上の言葉で始まる簡がくりかえされる〕

6
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＊グンドゥラ・ヤノヴィ ッツ

ペルリンで生まれ（生年不詳），

グ9ーツで成人， 1960年以来，

ウィ ーン国立：状劇戯を中心に活

糾している。戦後のドイツ・オ

ペラ界が産みだしたもっ とも美

声のゾプラノとされる。

.... ~ *ヒルデ・レッセル＝マイダン

1921年ウィーン生まれ，ウィー

ン音楽院に学び， ウィーン国立

歌劇,~:を中心に活11,l。その端整
な猷屯とつややかな美声は．ォ

グンドクラ・ヤノヴィッツ ペラよりもむしろミサ曲やオラ ヒルデ・レッセルーマイダン

（ソプラ／） トリオに本韻を発foliしている。 ＇アル fI 

＊ヴァルデマール・クメント

1919年ウィーン生まれ， 1955年

以来ウィーン[Fl立歌劇島の'i,t任
メンバーとして活削。 くドン ・

ジョヴァンニ》のオッターヴィ

オなど抒が1的な9父hりをm:もとす
る必,uのテノール。
＊ヴァルター・ペリー

1922年ウィーン生まれ。 1,.l/)Jエ

ンジニアを志したが，そのJ潰
が』はめられて歌手となり， 1950

年ウィーン国立歌劇l批に採用さ
ヴァルデマール・クメント れた。＜せのない敷かなjlIで特

（テノール） にモーツァルトに定評がある。

カラヤンがベートーヴェンの 9曲を，ペル

リン・フィルハーモニーを指揮して録汗する

にあたって考えたのは，現代におけるペート

ーヴェンのシンフォニーのスクンダードを蹄

立することだったはずだ。そしてそのカラヤ

ンの臨図は，十全に達成されたと考えていい

だろう。なぜなら今日，カラヤンのペート ー

ヴェンを無視して， きき手も演炎家も，ひと

しく，ベートーヴェンの 9曲を出れなくなっ

てしまっているからだ。

その後，あるいはそれ以飾にも． さまざま

な『ベートーヴェン交愕曲全集』があり，ま

して ＠第五〉と ¢第九》だけなら，それこそ

星の数ほどといってもおかしくないほどのレ

コードがあるのだが，カラヤンとペルリン・

フィルハーモニーによるこの演於がすぺてに

まさってすぐれているとはあえていわぬが

（それを判断するのはそれぞれのきき手でし

かあるまい），すべてがすべて，カラヤンと対

比して語られざるをえなくなっているという

事実は重い。その重さがなにゆえのものかを

考えれば， ここでカラヤンが行なっているこ

とも，おのずと判ってくるのではないか。

これみよがしな，たとえば‘‘どうだj/~はこ

んな具合いに独(11)的にペート ーヴェンを読ん

だんだ，ここのチェロのうたい方をきいてく．

れ＂といったあざとさは，とのふたつの作品

（バス．パリトン） ゑ3'-

カラヤンのベートーヴェン

の演んのどこをさがしてもない。もしそうい

うあさ＇とさをもって M/;/の間性というのだと

したら， これは無個性の蔽於といわれてしか

るぺきだろう。だが，あにはからんや， これ

は，無個性さからもっとも遠いところにある

蔽於であり， これがごく自然にきこえ． しか

も現代のスタンダードたりえているのは，カ

ラヤンの読みが撤底して深く， しかもその行

に対するしかたが骰底的に周到だからだ。耳

をすませばすぐにも判ることだが，楽泊にし

るされた音がしるされたままの形ですべてき

になっている。どんなにはやいバッセージも

ごまかしていない。

カラヤンが指揮しているからということで

もあり，同時にベルリン・フィルハーモニー

だからだということもいえる。ベートーヴェ

ンの音楽は，音のドラマだということは， し

ばしばいわれるが，はたしてそのことを，実

際の演奏で確認することは容易だろうか。な

にもソナク形式の節lll!をわきまえなくともか

まわぬ。とらわれない心をもって，音のあと

をおっていけば，音が音と手をとりあ氏あ

るいは反撥しあうさまがみえてくるはずで，

それはほかでもない，この演於がどこにも焦

理のかかっていない極上のものだからでしか

ないのだ。



現在，世界各国でクラ シック音楽を録音し，そのレコ＿ドを製造 会社AEGとの関係でナチスの国策会社の役目を果たしていたので

している企業は実IC多い。しかしそのなかで質的に高いレつードを ある。その結果として以ツ・グ？モフォンは従来のようにアー

制作している会社となると，数が隕られてくる。わが国でボリド ティス トを独占することができなくなった。 19'o/年， ドイツ・グラ

ール株式会社がプレスしている＜ドイツ・グつモフ ォン〉は，疑い モフォ ン・ボリュフォン社はグラモフォン有限賣任会社に機構改革

もなくその最高級のレーペルである。それは西ドイツにあるボリ ド され，第2次大載中には大電機メーカー， ジーメンス社1C吸収され

ール・インクーナショナル社の制作するレコードだが， この会社 た。この時代はボリドール・レーベルが一時的にジーメ ンス・レー

は世界でも有数の窟器メーカーである西独のジーメンス社とオラン ペルに変更されている。
がれ9

ダのフィリップス社が共同で設立した管理会社ボリグラムの傘下に 1945年， ドイツは敗れ，瓦礫のなかからドイツ・グラモフォ ンは

ある。あるいは以前の名称であるドイツ・グラモフォン・ゲゼルシャ 不死鳥のようによみがえった。クラシック・レコードにはドイ ツ・

フト (DGG)のほうが，まだよく知られているかもしれない。こ グラモフォ ンのレーペル，ポピュラーにはボリドール・レーペルを

れはドイツ音楽の正絞をレコードで紹介する国策会社の役割を果た 使用し，いちはやく戦後ドイツの演奏家たちと契約した。ヨッフ

してきたのである。 ム｀フリ ッチャイ，そしてフルトヴェングラー．ペームらの大指揮

ドイツ ・グラモフォンの歴史はほぼレコードの黎明期にまでさ 者が同社に録音をはじめ，レコードの繭作にあたって多くの新技術

かのぼることができる。今日の平円盤（デ1スク）を発明したのは， が導入された。たとえばこの会社の技術陣ばすでに1946年からテ

ハノーヴァ...:.生まれのドイツ系アメリカ人工 ミール・ベルリーナー ープ録音をはじめている。また195舷固Cは78回転SPの演賽時間を

であったが，彼はアメリカ，イギリスにつづいて故郷のドイツにも 伸ばすため， ヴァリアプル・カッティング法を開発した。この新技

-琴止迄立立
レコード会社を殺立しようと計画した。 1898年，西ドイツのハノー 術はLP時代になると全世界のレコード会社に採用され，現在も用

ヴァーにロンドンのグラモフォン・カンパニーのプレスエ易が建設 いられているものである。 LPレコードを最初に制作したのは1951

され， 1900年にはベルリーナー一族とグラモフォン・カンパニーの出 年だが，これはイギリスのグラモフォンを含むEM!グルーヴより

くドイツ・グラモフォン〉の

一忍： 歴史と特色

資によるドイツ・グラモフォン株式会社が創立された。、とれがドイ 1年もはやい。

ツ・グラモフォン／ボリ ドール・インクーナシ• ナルの第一歩である。 こうしてドイ ツ・グラモフォンのレコードは西ドイツの111要な輪

当時のドイ ツ・グラモフォン社は録を装置の改良によって多くの 出商品となり、 ドイツの復輿に大きな役捐を果たした。とくにアメリ

/ j沼忠男
注目すぺきレコードを制作した。190担自C自主録音をはじめ， 1908 カではまず米デッカと契約し，のちにはMGMレコードを買収して

年にははやくもオペラ全曲盤を録音したが，多数の名演奏家がグラ 販売の11!1点をつくった。録音のレバートリーは音楽史レコードのア

モフォンのために演奏し，ついに名指揮者ニキッシュによる史上初 ルヒーフを含めてかつてないひろがりを見せたが. 195班戸ステレ

のペートーヴェン第5交響曲の全曲盤が制作された。しかし第1次 オ時代が到来してからの発屈はさらに目ざましいものがあった。カ

大戦がはじまるとイギリスとの業務提携も不可能になり，敗戦後は ラヤン＝ベルリン・フィルのレコ＿ドは世界のペスト・セラーとな

イギリスのグラモフォンから独立してボリドールのレーベルに改め り，録音勘所も広くヨーロッパ各国に及びはじめたのである。さら

られた。 に西ドイツの国際的な立場を反映して．クーベリック，マゼール，

19碑， ドイツ・グラモフォ ンは電気録音法を採用して，これを アバードら外国の優秀な指揮者もドイツ・グラモフォンと契約し

ボリファー・レコーディングと命名した。当時としてはおどろくほ た。この会社の企画は， ドイツ音楽をドイツの演賽家による正統的

ど鮮明，重厚な音質であり R ・ソュトつウス，フィッツナー，ク な演奏で紹介するととを中心としているが，自国以外の音楽も同じ

レンペラー，クナ ッバーツプッシュ，さらにフルトヴェングラーらド 姿勢で扱っている。 ＇ 

イツの名指揮者はほとんどポリドールに縁畜した。もちろんケンプ 録音の音質も丑楽の内容と非常によく結びついている。この社の

（ビアノ）やクーレソカンプ（ヴァイオリン）， シュルスヌス（パ 録音は最新の技漸をもっとも音楽的な感覚で生かしたものである。

リトン），スレザーク（テノール）と，当時ドイツの誇る名漬賽家も もちろんレコー ドとLての企面も実に興味裸い。定評ある濱賽家を

ほとんどポリドールに吹き込み，のちには力9ヤンも加わってこの 起用して， 1人の作曲家に焦点をあてたぽう大な作品全集，新人を

レーペルはドイツ音楽の正統的な濱賽家を狐占，全世界から注目さ 起用するデビュ,- . シリーズ，現代音楽を紹介するアヴァ ン・ギャ

れた。 ルドなど，異色ある企画が多角的に進行中である。最近はアメリカ

ところが1930年，アメリカにはじまった大不況が世界中に広がっ での録音や名演奏家の新鮮な顔合わせをつくるととで，クつ シカル・

たころ， ドイツ・グラモフォ ンはポリュフォン管運金社を殷立した レコードに新しい魅力をもたせはじめた。 ドイツ・グラモフォ ン・

が，不況はこの会社も苦しい立湯に追い込んでし玄った。しかも第 ゲゼルシャフトがポリドール・イソクーナショナルと改名したのは

1次大識後，イギリスのグラモフォン・カンパニーはエレクトロー 咋年 (1971年）のことだが，それはこの会社がドイツの国策会社に

ラ社をドイツに設立していた。またドイツ最大の蒻電器メーカー， とどま らず，ついに世界企業として歩みはじめたことの証明といえ

テレフソケ ンもレコード事業に乗り出してきた。テレフンケンは親 るだろう。
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